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 Cy-DHTP・HBF4 

位置選択的カップリング配位子 

・アミノ基や水酸基のオルト位選択的にカップリングが可能 
・インドールやベンゾフランのワンポット合成が可能 
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反応例① オルト位選択的カップリング反応 

反応例② Cy-DHTPを用いる三置換インドール合成法 

コードNo. 品名 容量 希望納入価格(円) 

042-33811 2‘’-(Dicyclohexylphosphino)-p-terphenyl-2,6-
diol Tetrafluoroborate  【Cy-DHTP・HBF4】 

250mg 11,000 

048-33813 1g 30,000 

Cy-DHTP・HBF4 

本製品を配位子として用いたカップリング反応では、フェノールのOH基やアニリンのNH2基に対してオルト位選択的に
カップリング反応が進行します。 
生理活性物質に多く見られる多置換インドール骨格を短工程で合成する事ができます。 

カップリング 



x 反応例③ Pd-DHTP 触媒を用いるインドールのアリール 
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